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養護教諭部会の震災直後の歩み

養護教諭部会の組織

今野正子先生のご冥福を心からお祈りいたしております

2　養護教諭部会の活動状況
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宮城県養護教諭部会の震災直後の歩み

　震災前後、平成 22 年度～平成 25 年度の部会の主な行事と、２つの実態調査の配布・回収の時期は下の表
のとおりです。
　震災直前の平成 23 年 2 月 8 日に開催された役員会の主な内容は、平成 23 年 7 月に開催される、養護教諭
職制 70 周年記念行事を含む、研究総会の計画でした。
　このような中で、平成 23 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生。7月 7 日に計画していた研究総会は、9月
22 日に延期して実施されました。震災後初めての全会員対象の行事となったこの研究総会は、前日の大型
台風により県内の JR在来線がストップした状況の中での開催となり、参加者の減少が心配されました。開
催も危ぶまれましたが事前に当時の宮城県学校保健会長 師 研也 先生に電話を入れたところ「参加者が一人
でも良いので開催した方が良いですよ。」という心強いアドバイスをいただき開催することにいたしました。
その結果 481 名（58.1％）の参加を得ました。大震災にも大型台風にも立ち向かう会員の力強さを感じました。
　アンケートのデータ入力は、（その１）の方は全て黒川修行先生が、（その２）の方は鹿野裕美先生のご指
導のもと、平成 23 年度の役員が行いました。データ入力が終了したのは、平成 24 年 10 月 27 日でした。

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

4月 4月27日 事務局会議 4月 4月7日
臨時事務局会議 4月 4月24日 事務局会議 4月 4月26日 編集方針決定

5月 5月28日 役員会 5月 5月 5月25日 役員会 5月 5月７日 事務局会議
5月28日 役員会

6月 6月 6月 6月 6月25日 事務局会議

7月
7月1日 研究総会

（会報52号発行）
7月21日 事務局会議

7月 研究総会 延期
７月7日 事務局会議 7月 7月4日 研究総会

（会報54号発行） 7月
7月５日 研究総会

会報55号発行
　　　役員改選
実態調査報告書発行

8月 8月23日 役員会 8月 ８月１０日 役員会
実態調査（その１）配付 8月 8月 7日 事務局会議

8月20日 役員会 8月
8月19日役員会  
8月20日
実践講座
　兼全養会宮城大会

9月 9月22日 実践講座 9月
９月２２日 研究総会

 （会報53号発行）
　　　　役員改選
９月３０日 事務局引継

9月 9月26日 実践講座 9月

10月 10月 10月 10月27日
データ入力終了 10月

11月 11月 11月10日
事務局会議 11月 11月13日 編集準備会

（組織・編集内容） 11月

12月 12月
12月5日 役員会

（その2）配付
12月22日

（その1） 回収締切
12月

12月20日 編集準備会  
12月25日
第1回編集委員会

12月 事務局会議

平成
23
1月

1月6日 事務局会議
平成
24
1月

1月27日 事務局会議
平成
25
1月

1月１７日 事務局会議
1月22日・1月29日
第2回編集委員会

平成
26
1月

事務局会議

2月 2月8日 役員会 2月 2月16日 役員会
（その2） 回収締切 2月

2月７日 役員会
2月26日
第3回編集委員会

2月 役員会

3月 3月11日 
東日本大震災発生 3月 3月 3月26日

第4回編集委員会 3月

※ 全会員対象行事　１ 研究総会（7月上旬）　２  実践講座（9月下旬） 
※ 役員の任期は 2年。総会後から総会までの任期となっている。
※ 会報 年 1 回発行
※ 　　　　保健室ボランティアシステムの稼働
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七ヶ宿町 白石市

丸森町

角田市
山元町

亘理町

蔵王町

川崎町

村田町
岩沼市

名取市

仙台市

大和町

富谷町

多賀城市 七ヶ浜町
塩竈市
利府町

松島町
大郷町

大衡村

色麻町

加美町
大崎市

東松島市

涌谷町

石巻市

登米市
南三陸町

気仙沼市

栗原市

美里町

女川町

柴田市
大河原町

⑦栗原 36名

⑥大崎 75名

⑪高校　仙南・仙塩 101名

⑫高校　仙北東・仙北西 60名

⑧登米 33名

⑩石巻 81名

①仙台市小A
②仙台市小B
 138名

③仙台市中
 75名

※泉岳少年自然の家 2名

⑨本吉地方 43名

⑤大河原 71名

④仙台 111名

※太線はブロック別・白線は市町村別
※特別支援学校は高校に含まれる

 
 

○養護教諭部会　会員 826 名 
　役員　部会長 1名　　副部会長４名　　事務局役員 6名　　監事 3名　　地区委員 29 名

　＊ 会議とメンバー（人数） 
　　事 務 局 会（7）  ：部会長・事務局役員（6） 
　　事務局会議 （11）：部会長・副部会長（4）・事務局役員（6）  
　　役　員　会 （43）：部会長・副部会長（4）・事務局役員（6）・監事（3）・地区委員（29） 　

宮城県養護教諭部会の組織 

■12ブロックの地区割りと会員数（826名）（平成24年度）
　※平成25年度は学校数の減少により会員数809名となった。

　　　宮城県養護教諭部会の組織 2.2

宮城県学校保健会  

学 校 医 部 会 
歯科校医部会 
学校薬剤師部会 
校 長 部 会
保健主事部会
養護教諭部会
郡市学校保健会
高等学校保健研究会

＊宮城県教育庁スポーツ健康課課長・課長補佐・主幹は宮城県学校保健会の常任理事と理事
＊宮城県学校保健会養護教諭部会長は宮城県学校保健会の常任理事 
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ご冥福を心からお祈り申し上げます

 

　この写真は、東日本大震災前の平成 23 年 1 月 6 日に、宮城県図書館で開催された事務局会議	の時に撮
影したものです。毎回 11 人のメンバーが全員参加でしたが、集合写真を撮ったのはこの日が初めてでした。
そして、最後となりました。	
　本県で発行してきた「会報」も 55 号となりました。それまでは、部会長がこれらを持ち、次期部会長に
バトンタッチするシステムをとっていましたが、宮城県沖地震の予想も高まってきたことから、安全に保管
することと、部会長が一人で持っているよりも多くの方が閲覧できる方がいろいろ貢献できるのではないか
という考えから、公的な 2つの場所（宮城県図書館と宮城県教育センタ−）に寄贈することにしました。	
　この写真は、宮城県図書館への寄贈記念に撮影したものです。	
　今野正子先生（石巻市立大川小学校）は、石巻地区のリーダーとして活躍されており、多くの推薦を受け
副部会長になられました。穏やかなお人柄で、いつも温かく見守ってくださり、多くの人が「元気を出して
がんばろう！」という、勇気と元気をいただいていました。いろいろと悩んだときも、電話やメールでたく
さんのアドバイスをしてくださったり、仕事をお願いしてもいつも快く、笑顔で引き受けてくださいました。
また今野先生は、服装のセンスも大変よく、ファッションに関する話題で盛り上がったことも、今となって
は忘れられない思い出となってしまいました。	
　この日の今野先生の出で立ちは、黒いジャケットに真珠のネックレスを付けられていました。

	（担当：原田・早坂・菱沼）

（平成23年1月6日、宮城県図書館３階みやぎ資料室に昭和35年からの「会報」を寄贈した時の、事務局会議メンバー）

元 宮城県学校保健会養護教諭部会副部会長 
今野 正子 先生 の 

ご冥福を心からお祈り申し上げます。

原田		　	花渕			　	我妻			　菅澤			　大槻			　早坂	

高森				　鎌倉				　菱沼		　今野先生　		阿部


